
救急疾患 耳072306

原因と症状

診断と治療

家庭で注意すること

・ 鼻の中に異物を入れてしまい、取れなくなったものを鼻腔異物といいます。
・ ほとんどがお子さんで、おもちゃ、ティッシュペーパー、ＢＢ弾が多いです。
・ 最近では認知症の高齢者も多くなっており、注意が必要です。
・ 子どもや高齢者は特に症状を訴えないので、しばしば長期に放置され、悪臭や

 色のついた汚い鼻水で、親などの家族が気づくこともあります。

・ 鼻の中の手前の方にあれば、診断は簡単です。
・ 前の方にない場合は、奥の可能性もあり、内視鏡で観察します。
・ 丸くてツルツルしたものは滑りやすく、摘出は意外と困難です。
・ 子どもの場合、泣き叫ぶ際に吸い込んでしまい、気管の方へ行く危険があります。
・ 鼻の粘膜が傷ついて、鼻血が出て、摘出ができなくなることもあります。

・ 無理して取ろうとして異物が気管の方へ行くと危険ですし、鼻血が出ても大変です。
耳鼻科を受診しましょう。

急患診療センターを受診するめやす

・ ＢＢ弾、パチンコ玉などは気管に入ると窒息の危険があり、豆類はふやけて大きくなる 
と取りにくくなるので、すぐに耳鼻科を受診しましょう。

・ ボタン型電池は粘膜が溶けるのですぐに耳鼻科か小児科を受診しましょう。
・ ただし急患センターの耳鼻科外来は日曜祝日、年末年始、ＧＷの昼間（９時～１８時）
のみです。
・ 上記以外の場合は市民病院か大学病院にご相談ください
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鼻の穴

気管
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